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2019 年 10 月２日 

各 位 

上 場 会 社 名 株式会社 瑞光 

代 表 者 代 表 取 締 役 社 長 和田 昇  

（コード：6279 東証第２部） 

問合せ先責任者 コーポレート統括部長 和田 晃司 

（TEL. 06-6340-2215） 

 

 

2020 年２月期第２四半期業績予想（連結・個別）と実績値との差異に関するお知らせ 

 

2019 年４月４日に公表いたしました 2020 年２月期第２四半期（累計）業績予想と実績値に差異が生じま

したので、その内容をお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 2020 年２月期第２四半期の連結業績予想と実績値との差異（2019 年２月 21 日～2019 年８月 20 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に
帰属する 

四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益

 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 

百万円

15,550

百万円

1,270

百万円

1,350

百万円 

945 

円 銭

143.89

実 績 値 （ B ） 12,854 1,092 1,063 702 106.94

増 減 額 ( B － A ） △2,695 △177 △286 △242 －

増 減 率 （ ％ ） △17.3 △14.0 △21.2 △25.7 －

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2019 年２月期第２四半期） 
11,104 695 756 578 88.16

 

２．差異の理由 

第２四半期累計期間の連結業績につきましては、一部の製造機械案件が第３四半期以降にずれ込む影

響により、売上は期初計画を下回る結果となりましたが、生産工程全体の遅れは解消する方向で進んで

おります。また、当社海外グループ会社において、海外競合メーカーとのシェア獲得競争に勝ち切るため

の受注活動を継続しており、戦略的な施策による影響などにより利益率が低下したことから、利益は前

回発表を下回る結果となりました。 
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３． 2020 年２月期第２四半期の個別業績予想と実績値との差異（2019 年２月 21 日～2019 年８月 20 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 

百万円

10,150

百万円

1,020

百万円

1,043

百万円 

725 

円 銭

110.39

実 績 値 （ B ） 11,565 1,518 1,480 1,052 160.23

増 減 額 ( B － A ） 1,415 498 437 327 －

増 減 率 （ ％ ） 13.9 48.8 41.9 45.1 －

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2019 年２月期第２四半期） 
8,502 492 513 384 58.60

 

４．差異の理由 

第２四半期累計期間の個別業績につきましては、製造原価の上昇の要因となっていた高い技術を要す

る製造機械案件も収束する目途がたち、製造原価低減への施策や経費削減を進めたことにより、期初予

想を上回る売上および利益を確保いたしました。 

 

 

以 上 


